
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈｉ-ＭＡＲＣ ＜ハイマーク＞は、「Hitachi Medical & Rehabilitation & Care」の

略称です。この名称が示すとおり、Ｈｉ-ＭＡＲＣは、日立市における医療、リハビリ、

介護の連携を図っていくことを第一の目的としています。 

平成 27 年 10 月に NPO 法人格を取得し、活動内容を、医療介護従事者のみならず、

高齢者、高齢者家族及び広く一般市民に拡大し、高齢社会に対応するための「ひとづく

り」、「連携づくり」、「意識づくり」に関する事業を行っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈｉ-ＭＡＲＣ 
NPO 法人 

Hitachi Medical & Rehabilitation & Care 

 

―活 動 内 容 ― 

NPO法人 

H i- M A R C＜ハイマーク＞ 
〒317-0065 茨城県日立市助川町 4-7-11  

TEL：0294-33-8841  FAX：0294-21-2867 
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１．日立市の現状 

① 人口・高齢化率 

昭和60年と平成27年の人口を比較すると、

30年間で約２万人の人口が減少していること

がわかる。 

一方で、高齢者数は５万人を突破し、平成27

年度の高齢化率は28.6％となり、30年間で

19.3ポイント上昇している。 

また、日立市の転出超過数（社会移動数）は、

２年連続で全国1,718市町村中ワースト２位

を記録してしまっており、日立製作所の存在感

の低下や、海と山に囲まれた地形であるがゆえ

の住宅用土地の不足、山側エリア住宅地居住者

の高齢化という面が顕著に表れてきていると

いえる。 

 

② 後期高齢化率の比較 

後期高齢者人口の予測推移は、国・県はほぼ

同様の割合で推移しているが、日立市は、国・

県と比べて後期高齢者人口の割合が高くなっ

ており、年を経るごとに差が広がっている。 
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後期高齢化率の推計【日立市】 

日立市は、国・県と比べて後

期高齢者人口の割合が高い 

日立市の「課題解決」、「地域活性化」は、 

日立市の人間が中心となって実行していく！ 

国立社会保障・人口問題研究所 

（平成 25 年 3 月推計） 

・30 年間で約２万人の人口が減少 

・高齢者数は５万人を突破 

・高齢化率は 30 年で 19.3 ポイント上昇 

・転出超過数が全国ワースト２位（２年連続） 

・後期高齢化率が国、県と比較し高い 
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２．H i –M A R C＜ハイマーク＞について 
 

① 会員 

ハ

イ

マ

ー

ク

の

会

員 

歯科医師 
皆川 竜身 たつみ歯科往診クリニック 院長 

佐藤慶尚 サトウ歯科クリニック 院長 

歯科衛生士 皆川 愛子 たつみ歯科往診クリニック 

言語聴覚士 磯野 敦 株式会社カスケード東京 茨城地区エリアマネジャー 

ケアマネジャー 

澤野智彦 

株式会社日立ライフ 平内雪子 

藤原 尉智 

介護福祉士 

大山英一郎 ふらわあデイサービス宮田 施設長 

高橋槙澄 青空デイサービス日立 施設長 

小池純 株式会社ハリカ太田 ハートケア統括施設長 

佐久間一洋 たつみ歯科往診クリニック 事務長 

看護師 武石英樹 株式会社日立ライフ 

― 皆川 智宏 CHI 研究機構株式会社 代表取締役 

会員数 42 名 
平成 28 年９月現在 

 

② 変遷 

平成26年４月 任意団体として活動をスタート 

        医療介護に携わる専門職を対象とした勉強会や研修会を実施！ 

平成27年４月 ＮＰＯ法人化に向けての研究会、設立準備会を開催 

        地域住民、地域社会との接点を深めていくためＮＰＯ法人化に向けた取組み

を開始！ 

平成27年７月 ＮＰＯ法人設立総会を開催 

        設立総会を開催し、関係者一同の気持ちを一つに！ 

平成28年１月 NPO法人設立記念式典の開催 

        Ｈｉ－ＭＡＲＣの関係者や活動に興味を持って頂いている方々を多数ご招

待し、NPO法人設立記念式典を開催！ 

平成28年１月 「これからだっぺ！！＜県北医療介護専門誌＞」の創刊 

        高齢化社会において必要とされている医療介護の情報を発信するために、

「これからだっぺ！！＜県北医療介護専門誌＞」を創刊！ 
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③ 事業体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 事業概要 

事  業 概  要 

ひ

と

づ

く

り 

情報共有 委員会 

【 勉 強 会 】 

○ 医師、歯科医師、ケアマネジャー、言語聴覚士等の多職種が

一堂に会する場の提供 

○ 口腔ケア・嚥下リハについての講義・実技演習 

会員親睦 委員会 

【 親 睦 会 】 
○ 会員の交流を深めるための企画立案・運営 

連

携

づ

く

り 

人材交流 委員会 

【 交 流 会 】 

○ 連携のきっかけとなる多職種の交流会の開催 

○ 医療・介護等に関係する機関・事業所・団体等との情報交流 

地域連携 委員会 

【 連 携 会 議 】 

○ 地域ケア会議の運営支援 

○ 情報共有システムの開発・普及 

意

識

づ

く

り 

地域談話 委員会 

【 座 談 会 】 

○ 高齢者、高齢者家族のニーズ等の情報収集 

○ 在宅医療介護等に関する相談窓口の設置 

情報発信 委員会 

【 講 演 会 】 

○ 在宅医療に関する知識・情報の普及 

○ 県北医療介護専門誌「これからだっぺ！！」の創刊 

 

⑤ 会費 

正 会 員：入会費 3,000 円  年会費 5,000 円 

賛 助 会員：入会費 3,000 円  年会費 無料 
 

・高齢者一人一人への迅速な対応、サービスの向上 

・持続的な多職種連携の構築 

・世界に誇れる高齢者タウンの構築 

Ｈｉ-ＭＡＲＣの目的 

ひとづくり 連携づくり 意識づくり 
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